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0. はじめに
　本稿はイスタンブルのギリシア人コミュニティ出身で後にアテネに定住した作家であるマリア・ヨルダニドゥの『ロクサンドラ』の作品 (さくひん)分析 (ぶんせき)を行う。

1. 『ロクサンドラ』について
　本稿で取り上げる『ロクサンドラ』のあらすじや基礎的な情報、並びに作者のマリア・ヨルダニドゥの伝記については福田（2023）を参照されたい。

1-1. 前年度の論文で達成したことと課題として残ったこと
　先行する福田（2023）において達成したことは＜…＞同じギリシア人である本土ギリシア人に対して自分たちを異ならしめる重要な要素 (ファクター)として描かれたものが、習慣や生き方の違いといった要素であったということは重要である[endnoteRef:1]。 [1:  福田, 2023, 49-50.
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It is broadly accepted that the genre of the modern Greek crime novel was established by Yannis Maris (1916–1979). Although some literary masters in the 19th century incorporated some factors of mystery into their works, the status of Maris as the “father of the Greek Crime Novel” is undeniable in the quality, quantity, and influence of his works.
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2-1. 先行研究の紹介
　日本における文学研究や心理学 (サイコロジカル)研究の領域においては浅井（1991）や大原（1992）、また長峯、外山（2019）などを筆頭にノスタルジー概念を用いた研究は数多く存在する。

ドン！ ドン！ ドン！ 十一時だった。皆眠っていた。ロクサンドラの部屋で起きていたのは猫だけだった。猫と他の誰か一人がロクサンドラの上に身を乗り出す。
　　　―― おばあちゃん！
　　　―― アンナじゃない！
　　　―― 何かほしいものはない？
　　　―― ラハノドルマデスよ！ 私はね、餓死しかけてて、皆が私の死に装束を切ってやろうと集まってるのよ！
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